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要 旨
「笑いは百薬の長」「笑いに勝る良薬なし」といった諺が存在するように、昔から笑いには健康
促進効果があるとされてきた。また最近では、笑いの疾病治癒効果に注目が集まっており、笑い
には、免疫細胞の 1つであるNK細胞を活性化する、自己免疫疾患の 1つである関節リウマチの
症状を緩和する、血糖値の上昇を抑制する、アレルギー反応を抑制する等の様々な効果がある事
が報告されている。また、喜劇・コント・コメディ番組・お笑い番組といった日常的な笑いから、
ホスピタルクラウン等の医療現場における笑いまで、至る所に笑いの需要があり、様々な場面で
笑いが求められている事がうかがえる。
こういった背景において、著者は人の笑いを任意に増幅できる装置を製作し、笑う場面をさら
に増やし、至る所を笑いで埋め尽くし、すべての出来事を笑いに変換していきたいと考えている。
本論文では、様々な笑い誘発刺激（くすぐり、笑い声、コメディ動画、喜劇）を重ねあわせて提
示することで、誘発された笑いをさらに増幅させる新たな笑い増幅手法を提案する。さらに本手
法に基づいて、人為的に人の笑いを増幅させる“笑い増幅器”という概念を提案する。この概念
を具現化するために、神経科学と心理学の知見を参考に、大きく 2つの方針を設定した。
1つ目の方針は、人が笑う時と等価な生理状態を人為的に再現することで笑いを生成する手法
である。1884年頃、アメリカの心理学者ウィリアム・ジェームズは、人が情動を体験する過程に
関して「泣くから悲しいのか、悲しいから泣くのか」という言葉を残している。一般的に、人は
悲しいという情動によって泣くという生理反応を示すと考えられてきた。しかしアメリカの心理
学者ジャームズとデンマークの心理学者ランゲは、情動が形成される過程は「外部刺激（悲しい
出来事）→生理的反応（涙を流す）→感情創発（悲しい）」といた時間順序で行われるという仮説
を提唱している（ジェームズ・ランゲ説）。著者はこの仮説に従い、人に笑いの生理反応を起こさ
せることで人為的に笑いを生起させ、それをコントロールする事で、さらに笑いを増幅させられ
るのではないかと考えている。これが、著者の考える笑い増幅器の方針の 1つ目である。
2つ目の方針は、ラフトラックと呼ばれる笑い声の笑い増幅効果をさらに高める方針である。
ラフトラックとは録音された観客の笑い声の事であり、一般的にテレビのコメディ番組やバラエ
ティ番組で多用されている。このラフトラックには人の笑いを誘発し増幅する効果があることが
知られている。ラフトラックの笑い増幅効果には、ラフトラック中に含まれている観客との没入
感と、コメディ動画を一緒に見る他者の存在の有無が重要な要素になると考えられている。そこ
で、この没入感と他者の存在の有無に着目し、さらに笑い増幅効果を高めるのが 2つ目の方針で
ある。
本論文では、この 2つ目の方針に従って、笑い増幅器試作 1号、喜び組（英語名：Flatterers）
を製作し提案する。本装置は人の笑いに同調してラフトラック（笑い声）を再生する装置である。
また、喜び組の笑い増幅効果を検証するために実験を行ったところ、人の笑いが引きずること事
で笑いが増幅している可能性が示唆された。さらに、喜び組では人の笑いを検出し定量化するた
めに胸部の表面筋電位を利用した手法を採用している。本論文では、本手法の検出精度を高める
と共に笑い検出手法としての妥当性を検証するために、胸部の筋電位成分の解析を行った。その
結果、胸部の筋電位成分の多くは人の腹壁筋の筋電位であったことが示唆された。
